
池田湖から見た池田ダム（丹治 肇）
霞にけむっている。この静けさの向こうに日本の三大暴れ川と呼ばれる吉野川の奔流の歴史があったなどとは想像できない。いまは四
国みずべ（水辺）八十八カ所に選定されているほどの穏やかな光景である。格闘の歴史ははるか昔にさかのぼり，地域を支配する藩主の
最大の課題はいつもこの吉野川の治水であったそうだ。明治に入ってようやく，お雇い外国人の技師，デ・レーケによる近代河川技術が
導入されるが，しかしなお十分な治水と利水の環境を整えるまでには時間がかかった。池田ダム建設もその事業の一つである。暴れる川
をせきとめ生活のための用水，灌漑用水，工業用水として用いるために，池田ダムは香川県に向けては香川用水，徳島県に向けては吉
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野川北岸用水を供給している。つまりそれほど阿讃地域は水に恵まれていなかったということになる。日本は水に恵まれているとはい
うものの，河川技術を駆使しまくって利便を作り出してきたということか。ダムは発電も行っている。そして魚類の遡上を守るために，
階段式の魚道が設置されている。鮎やうなぎなど豊かな川魚がこの施設に阻害されることなく鏡のような川面の脇を泳いでいるのかと思
うと，この写真の静けさの向こうに今度は生きものの躍動や生長する作物などの音が聞こえてくる。

（講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規）
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